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● 新年のご挨拶
● 事務所のご紹介（本部事務所）
● 社協からのお知らせ
● 善意のご寄附
● 寄付金の税控除・弁護士相談

● 新年のご挨拶
● 事務所のご紹介（本部事務所）
● 社協からのお知らせ
● 善意のご寄附
● 寄付金の税控除・弁護士相談

雲仙市社会福祉協議会合併 10 周年記念事業

雲仙市ふれあい福祉まつり

　11月 15 日（日）、国見町文化会館まほろばにおい
て雲仙市ふれあい福祉まつりを開催しました。
　国見高校吹奏楽部のオープニングセレモニーで幕を
開け、式典および福祉絵画コンクール表彰式、松野明
美さんによる記念講演が行われました。
　野外会場では福祉関係団体のみなさんの協力による
バザーやたくさんのフリーマーケット出店、特設ステ
ージでの瑞宝太鼓演奏・各種演芸アトラクション
が行われ、たくさんのみなさんが「ふれ愛ささえ愛」
を実感した一日となりました。

 ふれ愛ささえ愛のまちを実感 

最優秀賞を受け取る東遼汰くん
　　　　　　　　　　（岩戸小）

ひがしりょうた

福祉絵画コンクール表彰式
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　新年明けましておめでとうございます。
　市民の皆様には、輝かしい新春をお迎えのことと心から
お喜び申し上げます。
　日ごろより、地域福祉の推進につきまして多大なるご理
解、ご協力を賜り心から厚くお礼申し上げます。
　現在の少子高齢化、核家族化、子育てや介護の不安、高
度情報化の進展は、個人の価値観やライフスタイルを大き
く変化させています。
　このような状況のなか、昨年より「第 2期雲仙市地域福
祉計画及び雲仙市地域福祉活動計画」策定作業が雲仙市との協働によりすすめられており、本年
3月完成の予定です。これまでアンケートや地域座談会を通じて、皆様方よりいただきました福
祉課題等を受け止め、雲仙市はもとより各福祉団体や地域住民の方々との連携・協働による課題
解決に向けた取り組みを推進してまいりたいと存じます。
　つきましては、地域福祉の一層の充実を図るため皆様方のご理解、ご支援を賜りますようお願
い申し上げます。
　平成 28年の年頭に際し、新しい年が皆々様にとりまして明るく、幸多き一年となりますよう、
心よりお祈り申し上げ、新年のごあいさつといたします。

　　　　　社会福祉法人　雲仙市社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　会 長　境 川　秀 生

第 2期雲仙市地域福祉計画及び地域福祉活動計画の
　　　　　　　　　　　　　　策定作業が進んでいます！
　現在、雲仙市と社会福祉協議会の協働で、第 2期の地域福祉計画と地域福祉活動計画の策定を行って
います。第１期計画で設定し推進してきた 4つの基本目標の結果をふまえ、第２期計画でも、市民の皆
様のご意見を取り入れ、第 1期からステップアップした計画になるよう策定作業を進めています。

第１期計画 ４つの基本目標

　一人ひとりが、助け・支え合う意識を
育み、日頃から地域福祉について話し合
える雰囲気づくりや人づくりを進める 

２）地域のネットワークでささえ愛 

３）人にやさしい地域づくり 

４）地域のみんなでささえ愛 

１）育てようささえ愛の人づくり

　福祉に対する意識高揚に努め、住民や
関係団体の個々の取り組みを進め、つな
がりづくりに取り組む

　誰もが安全に安心して暮らせる環境づ
くりについて考える

　防犯・防災に関する課題と直結する、
地域で安全安心に暮すための日常の地域
づくりに取り組む

第２期地域座談会の様子第２期地域座談会の様子

第２期雲仙市地域福祉計画に
関する市民意識調査への協力
ありがとうございました！

　１８歳以上の市民から無作為
（ランダム）に抽出された、２千
名の皆様に福祉に関する考えや
意見、地域活動への参加状況な
どのアンケート調査にご協力い
ただきました。
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本部事務所のスタッフ本部事務所のスタッフ

前列左より、中村哲也次長・宮本祐貴次長・榊信孝事務局長・久保田真理・矢﨑昭子
２列目　酒井誠次長・平田精一・塚田久生次長・石嵜久美
３列目　坂上さゆり・北川紀子・長濱千歳次長

市民の皆さまのふだんのくらしのしあわせを支えます︕
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。
市民の皆さまのふだんのくらしのしあわせを支えます︕
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。
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　１１月２１日（土）愛野小学校グラウンドにおいて、チャリティーグ
ラウンド・ゴルフ大会が開催されました。
　日頃からグラウンド・ゴルフを楽しまれている方、初挑戦の方５２名
が参加され、結果２２名ものホールインワン達成と、ホールインワンを
２回達成された方が、２名も出るなど、まれにみる好成績ぞろいの大会
となりました。
　今大会でも、チャリティーとして赤い羽根共同募金にご協力いただき、
２６，０００円の募金が寄せられました。平成２８年度の社協地域福祉
事業に活用させていただきます。　　ありがとうございました。

　１１月８日（日）、南串中学校体育館にて
第３５回南串山町福祉運動会が開催されま
した。
　施設利用者やスタッフ、老人クラブなどの福祉団体から３５４名が参
加され、中学生ボランティアの皆さんや地域の皆さんの協力で、１０種
目の競技で盛り上がり、雲仙市内で南串山が無敵を誇る「玉入れ競技」
ではハイレベルな戦いが繰り広げられました。
　昼休みには、南串中学校吹奏楽部や小豆島望郷歌保存会、南串山婦人
会の皆さんによるアトラクションも披露され、たくさんの笑顔があふれ
る一日となりました。

　　　　　　　　　　　　　　１１月１９日 ( 木 )、国見町農村環境改善センターにおいて、一人ぐ
　　　　　　　　　　　　　 らし高齢者の情報交換や仲間づくりの場として、「一人ぐらし高齢者
のつどい」が開催されました。
　国見町民生委員児童委員協議会と雲仙市商工会青年部国見支部の協力で
昭和５４年より継続している事業で、毎年参加者の皆さんも心待ちにされ
ており、今年は８９名が参加されました。
　八斗木保育園の子供たちが登場すると『かわいさー』『きれかねー』と
歓声があがり、小さな踊り子たちが会場を温めてくれました。民生委員女
性部の踊りや参加者のカラオケもあり参加者の方々は終始にこやかな表情
で過ごされていました。

　千々石デイサービスセンター利用者の、吉賀タマさんが１２
月１５日で百歳を迎えられました。
　タマさんは犬が大好きで、自宅で３匹の犬と触れ合うことが
楽しみと話されます。負けず嫌いの性格で千々石デイサービス
センターでは「負けず嫌いのタマさん」と呼ばれ、ずば抜けた
記憶力で、レクリエーションやゲームの時間を盛り上げてくだ
さっています。
　負けず嫌い・記憶力・犬と触れ合う楽しみなどに長寿の秘訣
があるのでしょうか？
　これからも長生きしてくださいね。おめでとうございます！

第 35 回南串山町福祉運動会が開催されました

一人ぐらし高齢者のつどいが開催されました

　玉入れ競技強豪の秘密がここに？

昭和５４年から続く 民協・商工会青年部・社協の協働事業

チャリティーグラウンドゴルフ大会が開催されました

ホールインワン連発で好成績の愛野事務所チャリティーグラウンド・ゴルフ大会

百歳おめでとうございます！
長寿の秘訣は、負けず嫌い？

安定の高得点！安定の高得点！

思わず手を添えてしまいます（笑）思わず手を添えてしまいます（笑）

今年は八斗木保育園の踊りの発表です

狙いはバッチリ！結果は ??

デイサービススタッフと一緒に（パチリ）デイサービススタッフと一緒に（パチリ）
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① 寄附金額の40％相当額を所得税額から控除

　＜税額控除の計算式＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　※税額控除対象寄附金とは
　　→税額控除対象法人への寄附金額（総所得金額の40％を限度）
　※控除額は、所得税額の25％を限度

② 所得控除と税額控除の違い
　所得控除では、所得から所得控除額を差し引いた後に税率をかけて税額を算出します。これに対して税額控除
では、税率に関係なく税額から税額控除額を直接差し引きます。このため、小口の寄附にも減税効果が大きく、
所得控除に比較してほとんどの場合税額控除の方が減税効果が大きくなります。

２　新しい税額控除制度の概要

税額控除対象
寄附金

×40%2千円

所得控除
高所得で税率が高い人
ほど減税効果大

税額から直接差し引くた
め税率の影響を受けず
小口寄附にも減税効果大

※1  所得控除額   の計算方法

２千円 ２千円

※2  税額控除額  の計算方法

×40%
社会福祉法人等
に対してその年中に
支払った寄附金の

合計額

税額控除
対象寄附金

所
得
金
額

所
得
控
除
額

税
率

税
額

税
額
控
除
額

控
除
額

控
除
額

控
除
後
税
額

控
除
後
税
額

税額控除
※１

※2

控
除
額

この額が所得税から
控除されます



社会福祉法人

雲仙市社会福祉協議会

編集発行

国見事務所  TEL 0957-78-0596  愛野事務所 TEL 0957-36-0071　小浜事務所  TEL 0957-75-0621
瑞穂事務所 TEL 0957-77-3670　千々石事務所 TEL 0957-37-2755　南串山事務所 TEL 0957-88-2143
吾妻事務所  TEL 0957-38-3511

雲仙市社会福祉協議会

←諫早方面 南串山方面→
小浜総合支所

バスターミナル

小浜老人福祉センター

○
○

○

■
小浜消防署

「この広報誌は、皆様からの会費・寄附金により作成しています」

愛野小学校

雲仙市商工会
Aｺｰﾌﾟ
ビッグキッチン

千々石方面→

←諫早方面

←吾妻方面

愛野保健福祉センター

○
愛野町公民館

○
○

○

■

〒854-0302　雲仙市愛野町乙1736番地3
 TEL 0957-36-3766   FAX 0957-36-3768
 http://unzenshakyo.net

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

弁
護士相談

　

相
続
・
離
婚
・
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
生
活
上
の
法
律
問
題
に
つ
い
て
、

弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

開　催　日 担当弁護士開　催　場　所

ご利用には予約が必要です。

☎０９５７-３６-３７６６

１月 14 日（木）

２月 17 日（水）

３月 10 日（木）

愛野保健福祉センター

小浜老人福祉センター

曽場尾 雅宏 先生

森本　精一 先生

ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス

ホ
ー
ル

←南島原方面

諫早方面→

南串山保健福祉センター

○■

南串山保健福祉センター 山下　雄一 先生

社協への寄附領収書は確定申告で社協への寄附領収書は確定申告で
一般寄附・香典返し等の寄附は税制優遇措置の対象です。

　社会福祉協議会へ寄附（一般寄附・香典返し寄附等）された方は「所得控除」もしくは「税額控除」の税制

優遇措置の対象

となります。

　確定申告の際

に「所得控除」

または「税額控

除」のいずれか

を選択され申告

してください。

　「税額控除」

には領収書に加

えて「税額控除

に係る証明書」

（領収書と同時発

行）が必要とな

ります。
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